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元気いっぱいに手綱を引っ張る片瀬町内会の子どもたち元気いっぱいに手綱を引っ張る片瀬町内会の子どもたち元気いっぱいに手綱を引っ張る片瀬町内会の子どもたち元気いっぱいに手綱を引っ張る片瀬町内会の子どもたち

森町に秋の訪れを告げるように、町内の各地区で秋祭りが盛
大に行われました。一宮地区の片瀬町内会では、屋台完成40
周年を祝うように、法被姿の若衆や子どもたちがお囃子や掛け
声を響かせ、町内を盛大に練り歩き！手綱の先頭に陣取った子
どもたちは「よいしょら」と元気いっぱいに地域のお祭りを頑
張りました。

森町に秋の訪れを告げるように、町内の各地区で秋祭りが盛
大に行われました。一宮地区の片瀬町内会では、屋台完成40
周年を祝うように、法被姿の若衆や子どもたちがお囃子や掛け
声を響かせ、町内を盛大に練り歩き！手綱の先頭に陣取った子
どもたちは「よいしょら」と元気いっぱいに地域のお祭りを頑
張りました。

〈今月の表紙〉〈今月の表紙〉

手綱の先頭でよいしょら！手綱の先頭でよいしょら！



9
月
20
日
開
催

森
町
文
化
会
館

参
加
者 

102
人

9
月
20
日
開
催

森
町
文
化
会
館

参
加
者 

102
人

森
地区

発
表
者
①

テ
ー
マ

　
先
月
号
に
引
き
続
き
、9
月
下
旬
に
開
催
し
た
3
会
場（
森
・
園
田
・
飯

田
地
区
）で
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
総
務
課
広
報
統
計
係
　
☎
8
5
｜
6
3
0
1

　
　
　
　
　
山
田 

茂
子
さ
ん（
城
下
上
）

　
　
　
　
　
保
健
・
医
療
・
福
祉

城
下
地
区
で
は
商
店
が
減

少
し
、
徒
歩
や
自
転
車
し
か

交
通
手
段
を
持
た
な
い
人
は
不
便

を
感
じ
て
い
る
。
少
し
で
も
お
役

に
立
て
れ
ば
と
、
私
が
小
さ
な
お

店
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ
い

た
。
現
在
の
状
況
を
ど
う
考
え
る

か
？

昨
年
度
の
高
齢
者
実
態
調

査
か
ら
、
町
内
の
65
歳
以
上

の
約
3
割
の
人
が
買
い
物
弱
者
及

び
そ
の
予
備
軍
と
推
計
さ
れ
て
お

り
、
支
援
策
と
し
て
は
、
宅
配
や

移
動
販
売
、
交
通
手
段
の
確
保
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
宅

配
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
コ
ン
ビ

ニ
や
食
材
宅
配
業
者
な
ど
が
運
営

す
る
ほ
か
、
移
動
販
売
を
町
内
の

複
数
の
事
業
者
が
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
町
で
は
、
こ
う
し
た
事
業

者
の
取
り
組
み
や
地
域
の
実
態
把

握
に
努
め
、
国
や
県
の
補
助
も
検

討
し
な
が
ら
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の

最
後
ま
で
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
ど
の
よ
う
な
支
援
の
仕
方

が
効
果
的
で
あ
る
か
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
安
井 

健
一
さ
ん（
赤
松
）

　
　
　
　
　
産
業
振
興

お
茶
離
れ
や
茶
価
の
低
迷

に
よ
り
、
我
々
茶
業
者
も
、

昔
な
が
ら
の
お
茶
屋
さ
ん
で
は

商
売
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
お

り
、
安
心
が
徹
底
さ
れ
た
工
場
で

I
S
O
や
H
A
C
C
P
（
ハ
サ
ッ

プ
）
等
の
認
証
取
得
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
認
証
取
得
や
、
海
外
進

出
等
の
サ
ポ
ー
ト
を
県
内
の
産
地

に
先
駆
け
て
や
っ
て
ほ
し
い

●
そ
の
他
（
文
化
保
存
会
の
支
援
・

森
の
お
祭
り
の
今
後
に
つ
い
て
）

国
内
に
お
け
る
茶
価
の
低

迷
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
茶
の

消
費
拡
大
な
ど
に
伴
い
、
リ
ー
フ

茶
の
市
場
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

が
一
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
海
外
市
場
で
は
健
康
志

向
の
高
ま
り
な
ど
に
よ
り
緑
茶

の
輸
出
が
増
加
し
、
県
が
主
導
す

る
静
岡
県
茶
輸
出
拡
大
協
議
会
で

輸
出
体
制
の
強
化
や
海
外
展
開
の

支
援
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
海
外
輸
出
を
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
る
た
め
に
は
、
I
S
O
や

H
A
C
C
P
な
ど
世
界
基
準
の
品

質
管
理
や
食
品
の
安
全
を
高
め
る

国
際
規
格
認
証
を
取
得
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
お
茶
の
海
外
輸
出

や
国
際
認
証
取
得
の
支
援
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
26
年
に
浜
松
市

に
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト

ロ
）
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

こ
の
ジ
ェ
ト
ロ
や
県
な
ど
と
連
携

し
、
町
内
の
茶
商
さ
ん
と
も
協
議

を
重
ね
な
が
ら
、
町
と
し
て
も
必

要
な
支
援
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

町
長
と
語
る
会

次
世
代
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り（
後
半
）

町
長
と
語
る
会

次
世
代
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り（
後
半
）

町
長
と
語
る
会

次
世
代
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り（
後
半
）

町
長
と
語
る
会

次
世
代
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り（
後
半
）

２
０
１
7

町長と語る会2017　次世代につなぐまちづくり 皆さんの生の声を、町政運営に生かします！
住
民
意
見
を
、
町
政
や
総
合
計
画
推
進
に
反
映

各
地
区
で
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
「
町
長
と
語
る
会
」
。
述
べ

4
2
5
人
の
町
民
が
参
加
し
、
36
人
の
皆
さ
ん
か
ら
88
件
に
及
ぶ
貴
重
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
内
に
設
置
し
た
「
町
政
へ
の

意
見
箱
」
に
も
、
28
人
の
皆
さ
ん
か
ら
46
件
に
及
ぶ
ご
意
見
・
ご
提
案
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
で
は
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
十
分
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
今
後

の
町
政
運
営
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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問

問

答

答

町民の皆さんの意見・提案に対して、ていねいに答える太田町長

山田茂子さん

安井健一さん

発
表
者
②

テ
ー
マ



発
表
者
④

テ
ー
マ

発
表
者
⑤

テ
ー
マ

発
表
者
⑥

テ
ー
マ

発
表
者
③

テ
ー
マ

問

　
　
　
　
　
岩
瀬 

進
哉
さ
ん（
新
町
）

　
　
　
　
　
活
力
・
情
報
発
信

森
地
区
に
は
、
秋
葉
街
道

や
古
着
の
町
と
し
て
栄
え
た

町
並
み
や
蔵
が
あ
る
が
、
近
年
は

傷
み
が
進
ん
だ
建
物
も
目
立
つ
。

町
並
み
保
全
や
利
活
用
に
つ
い
て

の
具
体
的
な
政
策
を
教
え
て
ほ
し

い
。

森
町
に
は
か
つ
て
の
秋
葉

街
道
沿
い
に
町
屋
が
並
び
、

中
庭
を
隔
て
て
、
奥
に
蔵
が
配
置

さ
れ
る
な
ど
京
都
の
町
屋
と
同
じ

よ
う
な
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
町
並
み
は
「
遠
州
の
小

京
都
・
森
町
」
の
由
縁
の
ひ
と
つ

で
も
あ
り
、
そ
の
保
存
と
利
活
用

は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
課
題

と
い
え
ま
す
。
た
だ
し
、
町
並
み

全
体
を
保
存
し
て
い
く
こ
と
は
な

か
な
か
困
難
で
あ
り
、
所
有
者
の

理
解
と
協
力
な
し
で
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
個
人
の
所
有
物
で
あ

る
建
物
の
保
全
管
理
に
税
金
を
投

入
す
る
に
は
、
地
域
住
民
や
町
民

全
体
の
合
意
形
成
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
現
在
の
空
き
家
対
策
と

併
せ
て
、
ど
れ
だ
け
活
用
で
き
る

町
家
や
蔵
が
あ
る
か
を
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
事
業
家
や
個

人
に
情
報
提
供
し
、
そ
こ
か
ら
活

用
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
石
橋 

修
二
さ
ん（
南
町
）

　
　
　
　
　
安
心
・
安
全

森
地
区
で
公
共
下
水
道
事

業
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

各
家
庭
の
工
事
費
負
担
が
高
額
と

な
る
た
め
、
下
水
道
へ
の
接
続
を

あ
き
ら
め
て
い
る
人
が
多
い
と
聞

く
。
現
時
点
で
接
続
率
56
%
、
10

年
後
に
60
%
の
事
業
に
今
後
ど
れ

だ
け
の
工
事
費
が
使
わ
れ
る
の
か

心
配
。
計
画
見
直
し
や
、
中
止
を

考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

●
そ
の
他
（
旧
森
高
前
、
栄
町
通

の
道
路
冠
水
に
つ
い
て
・
都
市

下
水
路
の
排
水
対
策
・
要
望
書

へ
の
対
応
ほ
か
）

公
共
下
水
道
事
業
は
、
6

期
計
画
の
う
ち
、
第
3
期

整
備
区
域
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。
平
成
31
年
度
ま
で
に
瀬
入
川

ま
で
の
整
備
が
完
了
し
、
32
年
度

か
ら
天
宮
、
城
下
、
円
田
を
含
む

第
4
期
整
備
区
域
の
整
備
に
入
る

予
定
で
す
。
下
水
道
へ
の
接
続
に

つ
い
て
は
、
一
時
的
な
工
事
費
用

の
負
担
な
ど
で
苦
慮
さ
れ
て
い
る

世
帯
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。
今

後
も
説
明
や
周
知
を
す
る
と
と
も

に
、
未
接
続
世
帯
に
対
し
て
戸
別

訪
問
を
実
施
し
、
接
続
の
お
願
い

を
し
て
い
き
ま
す
。
平
成
28
年
度

末
で
57
・
1
%
と
な
っ
て
い
る
接

続
率
に
つ
き
ま
し
て
は
、
整
備
が

完
了
し
期
間
が
経
過
す
れ
ば
、
伸

び
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
最
初
に

整
備
を
行
っ
た
草
ヶ
谷
地
区
に
つ

い
て
は
90
％
以
上
、
西
幸
町
地
区

に
つ
い
て
は
80
％
近
い
接
続
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
国
か

ら
示
さ
れ
た
人
口
減
少
等
を
踏
ま

え
た
整
備
区
域
の
適
切
な
見
直
し

を
行
う
下
水
道
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
策
定
中
で
す
。
策
定
後
は
、

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
全
体
計
画
の

見
直
し
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
森
下 

潤
一
さ
ん（
大
門
）

　
　
　
　
　
活
力
・
情
報
発
信

各
町
内
で
危
険
な
空
き
家

が
増
加
し
、
近
隣
住
民
の
不

安
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
今
後
、

所
有
者
の
空
き
家
等
の
適
正
管
理

に
関
す
る
意
識
の
啓
発
は
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

相
談
窓
口
を
一
元
化
し
た
ら
ど
う

か
？

近
年
、
適
切
に
管
理
さ
れ

て
い
な
い
空
き
家
の
増
加

に
よ
り
、
防
災
、
衛
生
面
等
に
お

い
て
住
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

度
、
町
で
は
空
家
等
対
策
計
画
の

策
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
そ
の

中
で
所
有
者
に
よ
る
空
き
家
等
の

適
切
管
理
の
促
進
に
関
す
る
事
項

と
し
て
、
所
有
者
へ
の
意
識
啓
発

の
方
法
等
に
つ
い
て
具
体
的
に
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
空
き
家
等
の
相
談
窓

口
に
つ
い
て
は
、
相
談
内
容
が
多

岐
に
わ
た
り
、
担
当
課
も
異
な
る

こ
と
か
ら
、
丁
寧
か
つ
迅
速
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
の
必
要

性
に
つ
い
て
も
認
識
し
て
い
ま
す

の
で
、
窓
口
の
一
元
化
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
小
澤 

一
男
さ
ん（
新
町
）

　
　
　
　
　
安
心
・
安
全

秋
葉
バ
ス
の
車
両
小
型
化

と
町
中
運
行
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
か
？
ま
た
、
町
の

ト
ッ
プ
と
し
て
太
田
町
長
の
バ
ス

運
行
の
具
体
策
は
？

秋
葉
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
㈱
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
小
型

車
両
は
新
た
な
費
用
を
か
け
て
購

入
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
一
番

利
用
者
が
多
い
朝
・
夕
の
利
用
者

町長と語る会2017　次世代につなぐまちづくり 皆さんの生の声を、町政運営に生かします！

森地区の語る会のようす

意見発表を聞く森地区の皆さん

3 広報もりまち　平成29年11月号

問

問

答

答

答

答

岩瀬進哉さん

石橋修二さん

森下潤一さん

小澤一男さん

問



9
月
22
日
開
催

園
田
総
合
セ
ン
タ
ー

参
加
者 

86
人

9
月
22
日
開
催

園
田
総
合
セ
ン
タ
ー

参
加
者 

86
人

園田
地区

発
表
者
①

テ
ー
マ

発
表
者
②

テ
ー
マ

発
表
者
③

テ
ー
マ

が
少
な
く
な
れ
ば
、
検
討
の
上
、

導
入
の
可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と

で
す
。
町
中
運
行
に
関
し
て
は
、

ニ
ー
ズ
の
問
題
や
、
バ
ス
が
通
れ

る
か
と
い
う
こ
と
、
ま
た
事
故
の

リ
ス
ク
も
あ
り
、
運
行
は
難
し
い

の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
し

た
。
次
に
、
町
の
ト
ッ
プ
と
し

て
の
考
え
を
申
し
上
げ
ま
す
。
私

は
、
秋
葉
バ
ス
や
町
営
バ
ス
も
含

め
、
バ
ス
は
通
院
や
通
勤
・
通

学
、
買
い
物
な
ど
生
活
に
不
可
欠

な
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
考
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
支
え
て
い
く
財
源
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
ど
の
よ
う

な
人
に
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が

必
要
か
を
考
え
、
持
続
可
能
で
地

域
の
実
情
に
あ
っ
た
公
共
交
通
が

提
供
で
き
る
よ
う
に
計
画
を
策
定

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
鈴
木 

利
光
さ
ん（
牛
飼
）

　
　
　
　
　
安
心
・
安
全

町
で
は
、
本
年
度
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
を
進
め
て
い

る
が
、
作
成
後
の
情
報
発
信
・
伝

達
を
町
民
に
丁
寧
に
行
い
、
防
災

対
策
の
充
実
に
努
め
て
ほ
し
い
。

●
そ
の
他
（
災
害
時
の
個
人
・
町

内
会
・
町
の
役
割
の
「
見
え
る

化
」
を
）

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
災

害
の
種
類
毎
に
災
害
リ
ス
ク

を
明
示
し
、
避
難
場
所
・
避
難
経

路
な
ど
の
位
置
を
表
示
す
る
こ
と

で
、
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
軽
減

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
、
森
町
が
作
成
す
る
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
地
震
被
害
に

つ
い
て
は
、
静
岡
県
第
4
次
被
害

想
定
を
も
と
に
震
度
分
布
や
液
状

化
の
状
況
を
示
し
、
洪
水
被
害
に

つ
い
て
は
、
太
田
川
の
洪
水
浸
水

想
定
区
域
図
の
情
報
、
土
砂
災
害

に
つ
い
て
は
、
土
砂
災
害
警
戒
区

域
等
の
情
報
を
示
し
た
地
図
を
作

成
し
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
補
足
す
る
冊
子
を
併
せ

て
配
布
す
る
予
定
で
す
。
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
関
す
る
説
明
に
つ
い

て
は
、
町
の
防
災
担
当
者
に
よ
る

「
出
前
講
座
」
を
計
画
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
希
望
が
あ
れ
ば
各
町

内
会
の
社
会
教
育
推
進
員
さ
ん
を

通
じ
て
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
本
多 
克
次
さ
ん（
中
川
上
）

　
　
　
　
　
自
然
環
境

今
年
6
月
の
「
短
時
間
豪

雨
」
で
は
、
園
田
地
区
の
各

所
で
小
藪
川
の
水
量
が
堤
防
を
越

え
る
手
前
ま
で
迫
っ
て
き
た
。
近

年
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
を
み
る
と
、
従

来
基
準
で
河
川
整
備
を
進
め
て
い

い
の
か
心
配
。
住
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
小
藪
川
の
整
備
を
強
く

望
む
。平

成
13
年
に
策
定
さ
れ
た

静
岡
県
の
河
川
整
備
計
画

に
基
づ
き
、
小
薮
川
の
改
修
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
未

改
修
区
間
の
早
期
完
了
に
向
け
、

県
に
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
近
年
の
降

雨
は
、
よ
り
局
地
的
、
集
中
的
豪

雨
が
増
加
し
て
お
り
、
ハ
ー
ド
対

策
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
水
防
法
に
基
づ
く

「
浸
水
想
定
区
域
」
の
指
定
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
洪

水
時
の
迅
速
な
避
難
を
確
保
し
、

人
的
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
の

ソ
フ
ト
対
策
で
あ
り
、
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
ハ
ー

ド
対
策
及
び
ソ
フ
ト
対
策
の
両
面

か
ら
、
水
害
対
策
を
計
画
的
に
推

進
し
て
、
大
切
な
命
と
財
産
を
守

る
た
め
の
取
り
組
み
を
国
や
県
と

協
調
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
大
場
　
栄
さ
ん（
円
田
）

　
　
　
　
　
安
心
・
安
全
ほ
か

森
町
袋
井
イ
ン
タ
ー
通
り
線

の
全
体
概
要
に
つ
い
て
教
え

て
ほ
し
い
。
地
元
で
は
、
こ
の
区

間
の
道
路
改
修
（
接
道
工
事
）
を

は
じ
め
、
橋
梁
・
河
川
改
修
、
排

水
対
策
、
通
学
路
整
備
な
ど
が
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
、
ど
う
変
わ
っ

て
い
く
の
か
、
こ
れ
ま
で
の
地
域

の
課
題
が
解
消
さ
れ
る
の
か
な

ど
、
多
く
の
心
配
と
期
待
を
寄
せ

て
い
る
。森町

袋
井
イ
ン
タ
ー
通
り

線
の
全
体
概
要
で
す
が
、

本
路
線
は
、
新
東
名
森
掛
川
イ
ン

タ
ー
を
起
点
に
、
東
名
袋
井
イ
ン

タ
ー
、
国
道
1
号
線
を
結
び
、
袋

井
市
新
池
地
区
（
袋
井
の
ピ
ア
ゴ

付
近
）
を
終
点
と
す
る
、
総
延
長

14
・
1
㎞
の
広
域
基
幹
道
路
で

す
。
平
成
28
年
3
月
に
県
事
業
と

し
て
採
択
さ
れ
、
平
成
29
年
3
月

の
都
市
計
画
決
定
の
変
更
手
続
き

を
経
て
、
本
格
的
に
事
業
に
着
手

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
森
町

管
内
で
事
業
化
さ
れ
た
区
間
は
、

円
田
地
内
（
な
か
よ
し
広
場
東

側
）
の
掛
川
天
竜
線
か
ら
分
岐

し
、
谷
中
駐
在
所
ま
で
の
約
1
・

町長と語る会2017　次世代につなぐまちづくり

そ
の
他 

森
地
区

町
政
へ
の
意
見
箱（
抜
粋
）

●
台
風
接
近
の
際
は
、
警
報
が
出

て
い
な
く
て
も
同
報
無
線
や
森

町
ち
ゃ
っ
と
メ
ー
ル
を
活
用

し
、
注
意
喚
起
を
す
べ
き
。

●
次
郎
柿
で
新
規
就
農
し
た
い
。

町
も
ブ
ラ
ン
ド
化
の
強
化
を
！

●
町
長
と
語
る
会
は
、
事
前
に
意

見
発
表
者
を
決
め
ず
に
自
由
に

発
言
し
た
ほ
う
が
良
い
。

●
町
外
で
町
の
こ
と
を
発
信
し
影

響
力
を
発
揮
で
き
る
、
大
き
な

人
間
を
育
て
る
環
境
づ
く
り
を

し
て
ほ
し
い
。
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問

問

問

答

答

答

大場栄さん

本多克次さん

鈴木利光さん

園田地区の語る会のようす



発
表
者
④

テ
ー
マ

発
表
者
⑤

テ
ー
マ

発
表
者
⑥

テ
ー
マ

2
㎞
で
、
道
路
幅
員
は
両
側
の
歩

道
を
含
め
て
14
・
5
m
の
計
画
と

な
り
ま
す
。
本
事
業
の
実
現
に
よ

り
、
地
域
の
活
性
化
は
も
と
よ

り
、
通
学
路
の
安
全
確
保
、
小
薮

川
の
付
け
替
え
に
よ
る
河
川
の
流

下
能
力
向
上
、
生
活
道
路
の
利
便

性
向
上
な
ど
様
々
な
課
題
の
解
決

が
図
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期

待
を
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
袋
井
土
木
事
務
所
で

詳
細
設
計
を
進
め
て
い
る
段
階
で

す
。
農
業
用
排
水
路
の
移
設
が
必

要
な
箇
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今

年
中
に
は
県
と
町
に
よ
り
、
地
元

説
明
会
等
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
ご
意
見
、
ご
要
望
等
を
丁
寧

に
お
聞
き
し
た
中
で
、
地
元
の
皆

様
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
十
分
と
り

な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
用

地
交
渉
等
、
実
際
に
現
場
に
入
る

時
期
に
つ
い
て
は
、
土
木
事
務
所

に
よ
る
と
、
早
く
て
平
成
31
年
度

位
か
ら
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
町
で
は
引
き

続
き
、
県
に
対
し
て
本
事
業
の
早

期
完
成
に
向
け
、
強
く
働
き
か
け

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
佐
々
木 

隆
さ
ん（
谷
中
）

　
　
　
　
　
安
心
・
安
全

町
内
の
幹
線
道
路
は
整
備

さ
れ
て
い
る
が
、
生
活
道

路
に
入
る
と
、
道
路
の
凸
凹
や

陥
没
、
舗
装
の
劣
化
な
ど
手
付
か

ず
の
箇
所
が
か
な
り
あ
る
。
今
後

は
、
身
近
な
生
活
道
路
を
整
備
す

る
段
階
に
来
て
い
る
の
で
は
？
厳

し
い
財
政
状
況
は
理
解
す
る
が
、

毎
年
、
町
内
会
で
要
望
書
を
出
し

て
も
進
ま
な
い
現
状
が
あ
る
。

国
・
県
と
連
携
し
な
が
ら
財
源
確

保
に
努
め
、
優
先
的
に
事
業
を
進

め
て
ほ
し
い
。

生
活
基
盤
整
備
に
関
す
る

町
内
会
か
ら
の
要
望
は
、

建
設
課
の
所
管
だ
け
で
昨
年
度

は
4
9
6
件
あ
り
、
何
ら
か
の
対

応
が
で
き
た
件
数
は
2
5
3
件
で

し
た
の
で
、
対
応
率
は
約
51
パ
ー

セ
ン
ト
で
し
た
。
要
望
事
項
に
つ

い
て
は
、
職
員
が
現
地
確
認
を
行

い
、
緊
急
性
・
公
共
性
・
地
元
の

優
先
順
位
・
地
域
バ
ラ
ン
ス
な
ど

を
検
討
し
、
実
施
箇
所
を
選
定
し

て
い
ま
す
。
町
で
は
、
一
つ
で
も

多
く
の
要
望
に
対
応
す
る
と
い
う

気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
生
活
道
路
に
つ
い
て
は
修
繕

が
十
分
に
行
き
届
か
ず
、
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
て
い
る
状
況
が
あ
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
限
ら
れ
た
予
算
で
、
ど
う
す

れ
ば
高
い
事
業
効
果
が
得
ら
れ
る

か
、
事
業
規
模
が
大
き
い
も
の
は

国
や
県
の
支
援
に
よ
り
計
画
的
な

対
応
が
可
能
か
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
や
地

元
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
も
今
ま

で
以
上
に
配
慮
し
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
要
望
を
し
っ
か
り
伺
い
、
丁

寧
な
対
応
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
建
部 

哲
久
さ
ん（
草
ヶ
谷
）

　
　
　
　
　
活
力
・
情
報
発
信
ほ
か

新
東
名
高
速
道
路
の
遠
州

森
町
P
A
は
、
産
業
・
観

光
振
興
を
は
じ
め
、
遠
州
の
小
京

都
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
文
化
交

流
、
地
域
活
性
化
な
ど
、
森
町
の

今
後
を
形
成
す
る
優
良
な
「
地
域

資
源
」
で
あ
る
。
こ
の
P
A
を
活

か
し
た
、
森
町
の
「
希
望
」
あ
る

ま
ち
づ
く
り
構
想
と
は
？

遠
州
森
町
P
A
周
辺
区
域

は
、
町
が
定
め
た
3
つ
の
内

陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
区
域
の
う

ち
の
1
つ
で
あ
り
、平
成
26
年
3

月
に
ス
マ
ー
ト
I
C
が
整
備
さ
れ

る
な
ど
、交
通
の
利
便
性
が
向
上

し
、今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。 

当
推
進
区
域
で
は
、こ

れ
ま
で
に
県
道
宮
代
赤
根
線
の

歩
道
整
備
や
禊
橋
の
架
け
替
え

事
業
を
実
施
し
た
ほ
か
、森
町
拠

点
防
災
倉
庫
の
整
備
を
行
い
ま
し

た
。さ
ら
に
、今
年
度
は
小
國
神

社
の
観
光
客
の
回
遊
対
策
と
し
て

「
遠
州
の
小
京
都
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、森
町
の
歴
史
・
文
化
な
ど
を

紹
介
す
る
簡
易
マ
ッ
プ
を
作
成
予

定
で
す
。こ
の
マ
ッ
プ
で
、ま
ず
は

森
町
を
知
っ
て
も
ら
う
、興
味
を

も
っ
て
も
ら
う
、足
を
運
ん
で
も
ら

う
こ
と
に
よ
り
、遠
州
森
町
P
A
、

ス
マ
ー
ト
I
C
を
活
か
し
た
沿
道

施
設
の
立
地
誘
導
へ
つ
な
げ
て
い

く
契
機
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
は
町
内
企
業
の「
こ
と

ま
ち
横
丁
」で
の
事
業
拡
張
や
、

県
道
掛
川
天
竜
線
沿
線
へ
の
農

産
物
直
売
所
の
計
画
も
進
ん
で
い

ま
す
。
特
に
、遠
州
森
町
P
A
周

辺
は
、良
好
な
茶
畑
や
優
良
農
地

と
の
調
和
に
配
慮
し
な
が
ら
、交

通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を
活
か
し
た

新
た
な
交
流
を
創
出
す
る
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
山
本 

喜
久
次
さ
ん（
中
川
下
）

　
　
　
　
　
保
健
・
医
療
・
福
祉
ほ
か

森
町
の
舵
取
り
役
と
し
て

2
年
目
を
迎
え
ら
れ
、
町
民

の
声
に
耳
を
傾
け
る
太
田
町
長
へ

の
期
待
は
高
ま
っ
て
い
る
。
あ
ら

た
め
て
太
田
町
長
の
「
ま
ち
づ
く

り
・
人
づ
く
り
」
へ
の
ご
決
意
を

伺
う
。今

回
策
定
し
た
第
9
次
森
町

総
合
計
画
は
、
あ
ら
ゆ
る
面

に
お
い
て
森
町
に
関
係
す
る
全
て

の
人
・
団
体
・
企
業
と
行
政
が
役

割
を
分
担
し
、
協
力
し
な
が
ら
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
「
協
働
」

を
大
き
な
柱
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く

の
皆
様
の
意
見
を
反
映
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

に
引
き
続
き
開
催
し
て
い
る
、
こ

の
「
町
長
と
語
る
会
」
は
、
私
が

町長と語る会2017　次世代につなぐまちづくり
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問

問
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答

答

答

佐々木隆さん

建部哲久さん

山本喜久次さん

膝を交えた意見交換のようす



9
月
27
日
開
催

飯
田
総
合
セ
ン
タ
ー

参
加
者 
61
人

9
月
27
日
開
催

飯
田
総
合
セ
ン
タ
ー

参
加
者 
61
人

飯田
地区

発
表
者
①

テ
ー
マ

発
表
者
②

テ
ー
マ

発
表
者
③

テ
ー
マ

町長と語る会2017　次世代につなぐまちづくり

直
接
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺

い
、
今
後
の
「
ま
ち
づ
く
り
・
人

づ
く
り
」
に
生
か
す
た
め
に
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。
皆
様
の
ご

意
見
な
し
で
は
、
い
い
「
ま
ち
づ

く
り
・
人
づ
く
り
」
は
で
き
な
い

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
対
話
を
深
め
つ
つ
、
総
意
を
集

め
、
町
民
、
事
業
者
、
行
政
、
森

町
フ
ァ
ン
で
大
き
な
人
の
輪
を
つ

く
り
、
一
丸
と
な
っ
て
目
標
の
実

現
に
向
け
て
努
力
を
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
松
井 

靖
樹
さ
ん（
戸
綿
）

　
　
　
　
　
保
健
・
医
療
・
福
祉

各
町
内
会
で
、
子
ど
も
の

数
が
年
々
減
少
し
て
い
る
。

特
に
小
学
校
低
学
年
か
ら
幼
稚
園

児
の
減
少
が
顕
著
で
危
機
的
な
状

況
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
子
供
会
や

町
内
会
の
活
動
に
支
障
を
き
た
す

恐
れ
が
あ
る
。

平
成
28
年
度
の
1
年
間
に

お
け
る
森
町
の
出
生
数
は

1
1
1
人
で
27
年
度
の
1
1
6
人

か
ら
5
人
減
と
な
り
ま
し
た
。
町

で
は
人
口
減
少
を
緩
や
か
に
す
る

た
め
「
森
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
を
策
定
し
、
人
口
減
少
対

策
と
し
て
、
4
つ
の
将
来
の
方
向

性
を
定
め
て
い
ま
す
。
1
つ
目
が

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
、
2
つ
目

が
町
内
定
住
、
3
つ
め
が
地
域
経

済
の
活
性
化
、
4
つ
目
が
生
活
環

境
の
整
備
で
す
。
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
施
策
で
は
、今
年
度
か
ら
、

認
可
外
保
育
料
の
助
成
や
、保
育

士
不
足
を
解
消
す
る
た
め
「
保
育

士
宿
舎
借
り
上
げ
支
援
事
業
」
を

始
め
ま
し
た
。
ま
た
、多
子
世
帯

へ
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
よ

う
に
、
森
っ
子
出
産
祝
い
金
を
今

年
10
月
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。
家
庭
の
状
況
は
年
々
変
わ

り
ま
す
の
で
、そ
の
時
代
の
家
庭

の
状
況
に
合
わ
せ
た
支
援
の
検
討

と
実
施
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
榊
原
　
茂
さ
ん（
若
宮
）

　
　
　
　
　
教
育
・
文
化

近
年
の
気
象
状
況
を
み
る

と
、
各
学
校
の
教
室
に
エ
ア

コ
ン
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
？

ま
た
、
学
習
指
導
要
領
の
改
定
に

よ
り
、
特
に
小
学
校
の
学
級
担
任

の
負
担
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、

支
援
員
や
講
師
の
派
遣
を
検
討
し

て
ほ
し
い
。

近
年
の
異
常
な
猛
暑
に
よ

り
、
学
校
で
も
授
業
に
集
中

で
き
な
い
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
平
成
25
年
度
に
幼
稚
園
を
含

め
た
す
べ
て
の
普
通
教
室
と
、
一
部

の
特
別
教
室
に
扇
風
機
を
設
置
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
飯
田

小
と
宮
園
小
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
エ

ア
コ
ン
を
設
置
し
ま
し
た
。
す
べ
て

の
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
と
い
う

ご
提
案
で
す
が
、
実
現
す
る
に
は
莫

大
な
費
用
が
掛
か
り
ま
す
の
で
、
近

隣
市
の
状
況
等
も
み
な
が
ら
今
後

の
課
題
と
し
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　

教
職
員
の
負
担
軽
減
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
年
度
は
合
計
8
人
の

支
援
員
を
町
の
予
算
で
配
置
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
教
育
課
か

ら
も
県
に
働
き
か
け
、
臨
時
講
師

等
の
派
遣
を
お
願
い
し
、
本
年
度

は
延
べ
32
人
の
臨
時
講
師
と
非
常

勤
職
員
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
員
の
勤
務
環
境
を
改
善
す
る
こ

と
は
、
教
員
が
子
供
た
ち
と
向
き

合
う
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
対
策

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
松
下 

信
義
さ
ん（
鴨
谷
）

　
　
　
　
　
活
力
・
情
報
発
信

森
町
ち
ゃ
っ
と
メ
ー
ル

の
情
報
発
信
が
、
試
験
期

間
中
に
比
べ
て
少
な
い
。
発
信

す
る
内
容
は
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
う
の
で
、
も
っ
と
活
用
し
た

ら
ど
う
か
？
ま
た
、T

w
itter

や

F
acebook

の
森
町
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
を
作
り
、
災
害
時
の
情
報
発
信

な
ど
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

●
そ
の
他
（
町
内
全
域
で
飛
行
可

能
な
ド
ロ
ー
ン
の
有
効
活
用
）

そ
の
他 

園
田
地
区

町
政
へ
の
意
見
箱（
抜
粋
）

●「
お
達
者
度
」
ト
ッ
プ
の
森
町
の

健
康
長
寿
対
策
の
推
進

●
中
川
下
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘

致
推
進
を
。

●
体
協
や
社
会
教
育
活
動
の
時
代

に
合
っ
た
変
革
を
。

●
円
田
駅
周
辺
の
住
宅
地
利
用
を

進
め
、
人
が
た
く
さ
ん
住
め
る

地
域
に
し
て
ほ
し
い
。

●
町
職
員
の
士
気
が
感
じ
ら
れ
な

い
。
森
町
発
展
の
た
め
に
積
極

的
な
企
画
立
案
を
す
る
べ
き
。
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答

答

松井靖樹さん

各地区で活発な意見交換を実施

飯田地区であいさつする太田町長

榊原茂さん松下信義さん

問

問

問



発
表
者
④

テ
ー
マ

発
表
者
⑤

テ
ー
マ

発
表
者
⑥

テ
ー
マ

今
年
9
月
か
ら
配
信
を
開

始
し
た
、
森
町
ち
ゃ
っ
と

メ
ー
ル
の
情
報
発
信
が
少
な
い
と

の
ご
指
摘
に
関
し
て
は
、
そ
の
と

お
り
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

今
一
度
、
配
信
内
容
や
頻
度
を
調

整
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
特
に
お

知
ら
せ
し
た
い
内
容
を
順
次
配
信

し
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、
森
町
の

公
式T

w
itter

（
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
や

F
acebook

（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）の

開
設
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は

予
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の

理
由
は
、
S
N
S
は
世
界
に
向
け

て
情
報
提
供
で
き
る
一
方
で
、
町

内
に
お
住
い
の
す
べ
て
の
住
民
に

迅
速
か
つ
広
く
平
等
に
情
報
伝
達

す
る
こ
と
に
限
界
が
あ
る
た
め
で

す
。
ま
ず
は
、
同
報
無
線
を
町
民

向
け
の
第
一
の
情
報
伝
達
手
段
と

し
て
考
え
、
そ
れ
を
補
完
す
る
形

で
、
災
害
情
報
も
含
め
、
森
町

ち
ゃ
っ
と
メ
ー
ル
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
杉
田
　
勉
さ
ん（
城
北
）

　
　
　
　
　
産
業
振
興
ほ
か

農
業
用
地
を
宅
地
化
し
て

土
地
を
確
保
し
、
建
設
業
者

な
ど
の
民
間
業
事
業
者
に
用
地
造

成
・
建
設
を
任
せ
る
な
ど
有
効
活

用
し
て
も
ら
っ
た
ら
ど
う
か
。

農
用
地
区
域
内
の
農
地
を

農
業
以
外
に
利
用
す
る
に

は
、
農
振
法
の
規
定
に
基
づ
く
除

外
手
続
き
と
、
農
地
法
に
基
づ
く

転
用
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
開
発
行

為
を
行
う
場
合
に
は
、
都
市
計
画

法
の
規
定
に
基
づ
く
開
発
許
可
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

農
用
地
の
宅
地
化
に
つ
い
て
は
、

法
律
に
よ
り
厳
格
に
制
限
が
明
文

化
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
す
ぐ
に

宅
地
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

況
が
あ
り
ま
す
。
ご
提
案
い
た
だ

い
た
「
建
設
会
社
に
土
地
の
造
成

と
建
設
を
任
せ
る
」
と
い
う
手
法

は
、
森
町
の
財
政
基
盤
を
考
慮
す

る
と
有
効
な
手
段
の
1
つ
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
た
だ
し
、
民
間
事

業
者
に
よ
る
土
地
の
造
成
や
開
発

事
業
は
、
採
算
性
の
確
保
に
十
分

な
検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

民
間
の
開
発
事
業
に
対
す
る
町
の

支
援
策
に
つ
い
て
も
、
十
分
に
研

究
・
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
村
松 

加
代
子
さ
ん（
南
戸
綿
）

　
　
　
　
　
安
心
・
安
全

森
町
は
、
浜
岡
原
発
か
ら

30
㎞
圏
内
に
入
っ
て
お
り
、

福
島
原
発
事
故
の
よ
う
な
悲
劇
が

起
こ
っ
て
し
ま
わ
な
い
か
。

●
そ
の
他
（
森
町
拠
点
防
災
倉
庫

の
見
学
会
な
ど
防
災
意
識
を
高

め
る
企
画
を
し
て
ほ
し
い
）

資
源
の
乏
し
い
我
が
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
一
つ
と

し
て
原
子
力
発
電
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
福
島
原
発
の
過
酷
事

故
を
教
訓
に
新
た
な
原
子
力
施
設

の
規
制
基
準
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

新
た
な
規
制
基
準
は
、
大
規
模
な

自
然
災
害
や
テ
ロ
な
ど
の
犯
罪
行

為
の
発
生
も
想
定
し
、
重
大
事
故

対
策
を
規
制
の
対
象
と
し
て
安
全

を
第
一
に
策
定
さ
れ
、
浜
岡
原
子

力
発
電
所
も
そ
の
適
合
性
審
査
の

た
め
稼
働
を
停
止
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

森
町
は
、
浜
岡
原
発
か
ら
31
㎞

U
P
Z
圏
内
に
一
部
含
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
県
及
び
近
隣
市
町
と
中

部
電
力
に
よ
る
安
全
協
定
を
締
結

し
、
環
境
の
安
全
を
確
認
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　
　
鈴
木 

常
雄
さ
ん（
西
組
）

　
　
　
　
　
自
然
環
境

時
の
流
れ
で
太
田
川
の
形

状
も
様
変
わ
り
し
、
あ
ち
こ

ち
に
あ
っ
た
湧
水
箇
所
も
防
災
対

策
で
ふ
さ
が
れ
て
し
ま
っ
た
。
流

れ
も
清
き
太
田
川
に
戻
す
方
策
を

考
え
て
い
る
か
。

二
級
河
川
を
管
理
す
る
静
岡

県
で
は
、
国
の
「
多
自
然
川

づ
く
り
基
本
指
針
」
に
よ
り
、
治
水

上
の
安
全
性
を
確
保
し
つ
つ
、
生
物

の
生
育
環
境
を
で
き
る
だ
け
変
え
な

い
川
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
従

来
は
護
岸
保
護
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
が
使
わ
れ
ま
し
た
が
、
現
在

は
生
物
が
生
息
し
や
す
い
袋
詰
め
玉

石
を
使
う
と
い
っ
た
こ
と
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

太
田
川
に
つ
い
て
は
、
こ
の
方
針

以
前
に
整
備
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
森
町

管
内
は
主
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
護
岸
に
な
っ
て
い
ま
す
。
河
川
管

理
者
の
袋
井
土
木
事
務
所
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
整
備
済
み
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
護
岸
を
「
多
自
然
川
づ
く
り

指
針
」
に
沿
っ
た
川
岸
に
戻
す
こ
と

は
、
す
ぐ
に
実
現
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
近
年
は
、

河
川
内
に
樹
木
や
雑
草
等
が
繁
茂
す

る
な
ど
、
良
好
な
景
観
に
悪
影
響
を

与
え
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
県
に
対
し
て
適
切
な

維
持
管
理
に
つ
い
て
要
望
す
る
と
と

も
に
、
環
境
美
化
な
ど
自
然
環
境
の

維
持
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町長と語る会2017　次世代につなぐまちづくり

そ
の
他 

飯
田
地
区

町
政
へ
の
意
見
箱（
抜
粋
）

●
全
国
手
話
言
語
市
区
長
会
の
準
会

員
と
し
て
、
太
田
町
長
に
入
会
し

て
ほ
し
い
。
手
話
言
語
条
例
は
全

国
的
に
広
ま
っ
て
お
り
、
近
隣
で

も
、
浜
松
市
や
掛
川
市
な
ど
が
制

定
し
て
い
る
。
障
が
い
者
が
暮
ら

し
や
す
い
町
づ
く
り
を
！

「
町
長
と
語
る
会
」
の
開

催
に
つ
い
て
は
、
町
内
会

長
連
絡
会
を
は
じ
め
、
関

係
者
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
広
報
広
聴
に
関
す
る
こ
と
は

役
場
総
務
課
広
報
統
計
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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答

答

答

杉田勉さん

飯田地区のみなさん

村松加代子さん

鈴木常雄さん

問

問

問答



　
町
で
は
、
町
内
へ
の
移
住
や
定

住
を
促
進
す
る
た
め
「
空
き
家
・

空
き
地
バ
ン
ク
」
の
開
設
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、

町
内
に
あ
る
適
切
に
管
理
さ
れ
た

空
き
家
や
空
き
地
の
物
件
情
報

を
、
町
が
提
供
す
る
仕
組
み
で
す
。

町
で
は
今
後
、
バ
ン
ク
に
登
録
さ

れ
た
物
件
を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

及
び
企
画
財
政
課
の
窓
口
な
ど
で

情
報
提
供
す
る
予
定
で
す
。
町
内

に
、
一
戸
建
て
の
家
や
宅
地
と
し

て
利
用
で
き
る
土
地
を
持
ち
、
賃

貸
ま
た
は
売
却
を
希
望
す
る
人

は
、
企
画
財
政
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
み
た
い
空
き
家
な
ど
の

物
件
情
報
を
提
供

もりまちで
くらそう

空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
の
開
設
を
進
め
て
い
ま
す

空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
の
開
設
を
進
め
て
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
企
画
財
政
課
企
画
係
　
☎
８
５
―
６
３
０
５

空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
事
業
に
関
す
る
協
定
を
締
結

空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
事
業
に
関
す
る
協
定
を
締
結

〜
森
町
と
宅
建
・
不
動
産
協
会
が
相
互
に
連
携
・
協
力
〜

〜
森
町
と
宅
建
・
不
動
産
協
会
が
相
互
に
連
携
・
協
力
〜

町
で
は
10
月
23
日
、
静
岡
県

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
（
初
澤

宣
廣
会
長
）
と
全
日
本
不
動
産

協
会
静
岡
県
支
部
（
前
田
忠
浩

本
部
長
）
と
「
森
町
移
住
定
住

促
進
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク

事
業
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締

結
し
ま
し
た
。

空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
事

業
は
、
売
買
や
賃
貸
を
希
望
し

て
い
る
所
有
者
を
募
っ
て
バ
ン

ク
に
登
録
し
、
物
件
情
報
を
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
提
供
。

利
用
希
望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
行
う
仕
組
み
で
す
。
町
で
は

本
年
度
中
の
開
設
を
目
指
し
て

お
り
、
こ
の
協
定
の
締
結
に
よ

り
、
宅
建
協
会
や
不
動
産
協
会

に
加
盟
す
る
宅
建
業
者
が
、
町

か
ら
の
依
頼
に
基
づ
い
て
物
件

の
調
査
や
交
渉
な
ど
が
可
能
と

な
り
、
相
互
に
連
携
・
協
力
す

る
こ
と
で
空
き
家
・
空
き
地
の

有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。

協
定
書
に
調
印
し
た
太
田
町

長
は
「
町
が
昨
年
度
に
空
き
家

実
態
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
空

き
家
と
思
わ
れ
る
家
は
5
0
5

戸
あ
り
、
そ
の
う
ち
所
有
者
が

利
活
用
を
希
望
し
て
い
る
家
は

1
5
2
戸
あ
っ
た
。
業
界
の
皆

さ
ん
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
事

業
を
一
つ
の
突
破
口
と
し
て
、

移
住
定
住
の
促
進
、
空
き
家
対

策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。

森
町
へ
の
移
住
定
住
を
促
進調印を交わす太田町長（右）と初澤会長（左）調印を交わす太田町長（右）と初澤会長（左）

（左から）初澤会長、太田町長、前田本部長（左から）初澤会長、太田町長、前田本部長

促進移 住住定

契約
成立報告

掲載情報削除

②連絡
①利用
申し込み

登録
完了通知

審査後、バンク登録完了

④物件
情報確認

物件調査
報告書提出

③町と宅建業
者が協力して
物件調査

町が協定を結んでいる
宅建業者

②物件調査依頼
①登録
申し込み

空き家・空き地バンクへの
登録申し込みから物件掲載までの流れ物件を持っている人

空き家・空き地バンクの
利用申し込みから契約までの流れ

物件を借りたい人や
買いたい人

物件を借りたい人や
買いたい人

③宅建業者による交渉の仲介

④契約成立

①賃貸・売却物件の登録申し込み　登録を希望される所有者は、町に登録申込書を
提出してください。登録希望者が所有者でない場合や、共有物件である場合などは、委
任状が必要です。

②物件の調査依頼　町は町と協定を結んでいる宅建業者に申し込みがあったことを連
絡し、物件調査を依頼します。

③物件の調査　町と宅建業者が協力して現地確認を行います。
④空き家や空き地情報の提供　町は物件情報を確認し、バンクへの登録完了を登録
希望者に通知するとともに、町ホームページなどで物件情報を公開します。

※物件の仲介、交渉、契約などは町が協定を結んでいる宅建業者が行い、町は関与しません。
※契約に至った場合は、宅建業者に対して仲介手数料が発生します。

町利用希望者 希望者宅建業者

登録希望者 町 宅建業者
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～分別と減量にご協力を!～

ごみの出し方ごみの出し方

■問合せ先　役場住民生活課生活保全係　☎85－6314

ごみの分別・減量に取り組みたいけど、具体的にどうしたらいいかわからない。そんなお悩みはあり
ませんか？今回は、ごみの分別についてよくあるお問い合わせと、ごみの減量のポイントを紹介します。

どうしたら
いいの？

家
庭
用
ソ
フ
ァ
ー
・
マ
ッ
ト
レ
ス
の

処
分
方
法
は
？

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

　よ
く
あ
る
お
問
い
合
わ
せ

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

　よ
く
あ
る
お
問
い
合
わ
せ

ご
み
の
減
量
の
ポ
イ
ン
ト

ご
み
の
減
量
の
ポ
イ
ン
ト

Q1

布
団
、毛
布
、カ
ー
ペ
ッ
ト
の
処
分

方
法
は
？

Q2
①
ス
プ
リ
ン
グ
あ
り
↓
中
遠
粗
大
ご
み
処

理
施
設（
磐
田
市
）へ
直
接
搬
入
し
て
く

だ
さ
い
。（
有
料
）

②
ス
プ
リ
ン
グ
な
し
↓
中
遠
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
（
袋
井
市
）
へ
直
接
搬
入
し
て

く
だ
さ
い
。（
有
料
）

布
団
、
毛
布
、
カ
ー
ペ
ッ
ト

①
指
定
ご
み
袋
へ
入
る
よ
う
裁
断
し
て
、

週
2
回
の
燃
や
せ
る
ご
み
収
集
日
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

②
中
遠
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
袋
井
市
）へ

直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。（
有
料
）

電
気
毛
布
、
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト

①
「
金
属
類
・
家
庭
用
電
化
製
品
」
と
し

て
月
1
回
の
資
源
ご
み
収
集
日
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

②
中
遠
粗
大
ご
み

処
理
施
設
（
磐

田
市
）へ
直
接

搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。（
有
料
）

ト
レ
イ
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
は
汚
れ
た
ま
ま

で
は
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
き
れ
い
に
洗
っ
て
汚
れ
を
落
と
し
て
く

だ
さ
い
。

洗
っ
て
汚
れ
が
落
ち
た
も
の
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

①「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」と
し
て
月
2

回
の
資
源
ご
み
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。

洗
っ
て
も
汚
れ
が
落
ち
な
い
も
の（
焼
却
処
分
）

①
週
2
回
の
燃
や
せ
る
ご
み
収
集
日
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

★
ト
レ
イ
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
は
資
源
と
し
て

の
価
値
が
高
い
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
エ
ア
コ
ン
・
洗
濯
機
・

衣
類
乾
燥
機
の
処
分
方
法
は
？

Q4

汚
れ
て
い
る
ト
レ
イ
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
の
処
分
方
法
は
？

Q3
①
郵
便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払
っ
て
、

リ
サ
イ
ク
ル
券
を
製
品
に
貼
り
付
け
た
後
、

静
岡
ダ
イ
キ
ュ
ー
運
輸
㈱
（
袋
井
市
木
原

6
3
2
―

1
　
☎
4
3
―

2
2
0
6
）
へ
直
接

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②
購
入
し
た
販
売
店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
生
ご
み
は
水
気
を
切
っ
て
出
す
。

　
生
ご
み
の
8
割
が
水
分
で
す
。
生
ご
み

を
ギ
ュ
ッ
と
絞
り
、
水
気
を
と
る
こ
と

に
よ
り
ご
み
を
減
量
で
き
ま
す
。

●
生
ご
み
処
理
機（
電
気
式
）を
使
用
す
る

　
生
ご
み
処
理
機（
電
気
式
）を
使
用
す
る
こ

と
で
、
捨
て
て
し
ま
う
生
ご
み
が
有
機

肥
料
に
変
わ
り
ま
す
。
購
入
さ
れ
る
場

合
は
、
町
の
補
助
制
度
を
是
非
ご
活
用

く
だ
さ
い
。（
補
助
金
は
購
入
前
申
請
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

●
食
材
は
使
い
切
っ
て
、
食
べ
切
る

　
使
う
食
材
を
事
前
に
メ
モ
し
て
、
無
駄

の
な
い
買
い
物
を
し
ま
し
ょ
う
。
食
材

は
使
い
切
り
、
食
べ
切
る
こ
と
で
食
品

ロ
ス
を
削
減
で
き
ま
す
。

●
新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
は
資
源
回
収
へ

　
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
供
会
が
行
う

資
源
回
収
等
を
活
用
し
、
リ
サ
イ
ク
ル

し
ま
し
ょ
う
。

●
壊
れ
た
製
品
は
修
理
し
て
使
う

　
修
理
で
直
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
買
い
換

え
の
前
に
修
理
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
の
活
用

　
購
入
時
や
処
分
時
に
活
用
で
き
る
か
検

討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
の
処
分
方
法
は
？

Q5
役
場
に
専
用
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま

す
の
で
、
平
日（
8
：
30
〜
17
：
15
）に
直
接
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

AA

AAA

燃
や
せ
る
ご
み

燃
や
せ
る
ご
み

不
燃
ご
み

不
燃
ご
み
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森
町
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て

10
月
1
日
付
け
で
、
村
松
加
代
子

さ
ん
（
南
戸
綿
）
が
再
任
さ
れ
、

早
馬
保
男
さ
ん
（
大
鳥
居
）
が
新

た
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
委

員
は
、
町
長
が
議
会
の
同
意
を
得

て
任
命
し
ま
す
。
主
な
役
割
は
、

毎
月
の
定
例
会
や
総
合
教
育
会
議

な
ど
に
お
い
て
町
教
育
行
政
の
重

要
事
項
や
基
本
方
針
を
合
議
制
で

決
定
す
る
な
ど
、
町
の
教
育
振
興

に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
森
町
監
査
委
員
と
し
て

花
嶋
勇
さ
ん
（
下
宿
）
が
、
議
会

の
同
意
を
得
て
10
月
1
日
付
け
で

再
任
さ
れ
ま
し
た
。花
嶋
さ
ん
は
、

平
成
21
年
10
月
1
日
か
ら
識
見
を

有
す
る
者
と
し
て
監
査
委
員
に
就

任
さ
れ
、
現
在
3
期
目
で
す
。
主

な
役
割
は
、
町
の
事
務
事
業
が
適

正
か
つ
効
率
的
に
実
施
さ
れ
て
い

る
か
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
等

に
基
づ
い
た
定
期
監
査
な
ど
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

萩
本
弘
江
さ
ん
と
天
野
美
奈
子

さ
ん
が
、
10
月
1
日
付
け
で
法
務

大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
制
度
は
、
民
間

の
人
た
ち
が
、
地
域
の
中
で
人
権

思
想
を
広
め
、
基
本
的
人
権
の
擁

護
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
創

設
さ
れ
た
日
本
独
自
の
制
度
で

す
。

　

豊
田
合
成
㈱
森
町
工
場
と
豊
田

合
成
労
働
組
合
森
町
支
部
は
10
月

10
日
、
7
月
末
に
同
社
で
開
催
し

た
納
涼
祭
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
や
、
同
社
O
B
会
に
よ
る

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
販
売
な
ど
の
収
益

金
8
万
円
を
町
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
同
社
の
鈴
木
政
巳

工
場
長
や
、
労
働
組
合
の
鈴
木
敏

森
町
支
部
委
員
長
が
役
場
を
訪

れ
、「
納
涼
祭
は
、
毎
年
多
く
の

地
域
の
皆
さ
ん
も
楽
し
み
に
し
て

く
れ
て
い
る
。
収
益
金
は
社
会
福

祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
寄

付
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。
太
田
町

長
は
「
日
頃
か
ら
地
域
に
貢
献
し

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

森
町
教
育
委
員
会
で
は
、次
代

を
担
う
森
町
の
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、学
校
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

を
森
町
全
体
で
調
査
検
討
す
る

た
め
、今
年
度
「
森
町
学
校
の
あ

り
方
検
討
会
」
を
設
置
し
、各
委

員
に
検
討
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

9
月
に
は
、
幼
稚
園
、
小
中
学

校
の
保
護
者
全
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
今

回
、
特
に
地
域
の
声
も
聞
い
て
ほ

し
い
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
た
天

方
、
三
倉
地
区
に
お
い
て
「
地
域

懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

10
月
19
日
に
天
方
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
、
10
月
24
日
に
三
倉
総
合

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
天
方
・
三

倉
地
区
の
懇
談
会
に
は
、
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
や
地
域
住
民
、
検

討
会
の
会
長
を
務
め
る
静
岡
大
学

大
学
院
の
武
井
教
授
が
出
席
し
ま

し
た
。
開
会
に
あ
た
り
、
比
奈
地

教
育
長
は
「
地
域
の
皆
さ
ん
の
思

い
を
大
切
に
し
て
、
今
後
に
生
か

す
方
策
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
次
に
、
町
教
育
委
員

会
事
務
局
が
、
森
町
の
園
児
・
児

童
・
生
徒
数
の
推
移
や
、
幼
稚

園
・
学
校
施
設
の
状
況
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
学
校
は
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
。
こ
の
ま
ま
残
し
て

ほ
し
い
」
「
複
式
学
級
な
ど
人
数

が
少
な
い
の
が
不
安
。
あ
る
程
度

の
人
数
が
い
る
環
境
で
学
ば
せ
た

い
」
「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
ど
ん
な

声
が
あ
っ
た
の
か
？
」
な
ど
の
意

見
や
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い

　
教
育
環
境
を
目
指
し
て

懇
談
会
で
活
発
な
意
見
交
換 比奈地教育長（左）と武井教授

（右から）早馬さん、村松さん、花嶋さん、太田町長

（右から）鈴木工場長、鈴木支部委員長、太田町長

萩本弘江さん
（城下下）

天野美奈子さん
（中川下）

三倉地区の懇談会で意見を述べる参加者

教
育
委
員
・
監
査
委
員
さ
ん

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
に
萩
本
さ
ん
、

天
野
さ
ん
新
任

豊
田
合
成
㈱
森
町
工
場
が

バ
ザ
ー
収
益
金
を
寄
付

～
森
町
の
学
校
の
あ
り
方
を
考
え
る
～

～
森
町
の
学
校
の
あ
り
方
を
考
え
る
～

地
域
懇
談
会
を
開
催
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第
47
回
東
京
都
優
良
茶
品
評
会

及
び
第
46
回
大
阪
優
良
茶
品
評
会

に
お
い
て
、好
成
績
を
収
め
た
4
茶

商
が
10
月
26
日
に
役
場
を
訪
れ
、

太
田
町
長
に
受
賞
報
告
を
行
い
ま

し
た
。東
京
都
の
品
評
会
で
は
、㈱

鈴
木
長
十
商
店
が
仕
上
げ
茶
1
㌔

7
千
円
の「
都
の
華
」部
門
で
1
等

2
席
の
農
林
水
産
省
生
産
局
長
賞

に
輝
い
た
ほ
か
、㈱
お
さ
だ
製
茶
が

1
㌔
5
千
円
の「
都
の
誉
」部
門
で

1
等
1
席
の
東
京
都
知
事
賞
、松

浦
製
茶
㈱
が
1
㌔
3
千
円
の「
都

の
香
」部
門
で
1
等
3
席
と
森
の

茶
商
が
上
位
勢
を
占
め
ま
し
た
。ま

た
、大
阪
府
の
品
評
会
で
は
、㈲

太
田
茶
店
が「
な
に
わ
緑
印
の
部
」

で
3
位
と
な
る
大
阪
府
知
事
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。㈱
鈴
木
長
十
商
店

の
鈴
木
洋
太
郎
専
務
は「
工
場
内

の
若
手
職
人
の
腕
も
向
上
し
て
い

る
。今
後
も
生
産
者
の
皆
さ
ん
や
従

業
員
と
力
を
合
わ
せ
、さ
ら
に
良
い

お
茶
を
作
り
た
い
」と
意
気
込
み
を

語
り
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
実
行
委
員

会
は
10
月
29
日
、
総
合
体
育
館
で

「
2
0
1
7
も
り
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
町
内
外
の
福

祉
関
係
団
体
13
団
体
が
集
ま
り
、

バ
ザ
ー
や
展
示
、販
売
、輪
投
げ
、

抽
選
会
、餅
投
げ
の
ほ
か
、ス
テ
ー

ジ
で
は
と
き
わ
保
育
園
児
の
鼓
隊
の

演
奏
や
、手
話
の
寸
劇
、リ
ハ
ビ
リ

体
操
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
10
月
28
日
・
29
日
の

２
日
間
、
東
京
都
江
東
区
で
開
催

さ
れ
た
「
江
東
区
民
ま
つ
り
」
に

森
町
ブ
ー
ス
を
出
店
し
、
都
会
に

住
む
人
々
に
「
遠
州
の
小
京
都
・

森
町
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
新
東

名
高
速
道
路
の
開
通
で
交
通
ア
ク

セ
ス
が
向
上
し
た
首
都
圏
か
ら
の

観
光
誘
客
を
増
や
し
、
さ
ら
に
移

住
定
住
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
、

昨
年
に
引
き
続
い
て
２
回
目
の
出

店
と
な
り
ま
す
。
森
町
の
お
茶
や

和
菓
子
、
ク
ラ
ウ
ン
メ
ロ
ン
、
治

郎
柿
、
次
郎
柿
ワ
イ
ン
な
ど
特
産

品
の
試
飲
・
試
食
・
販
売
で
は
、

行
列
が
出
来
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り

で
、
今
年
も
多
く
の
来
場
者
が
森

町
ブ
ー
ス
に
訪
れ
ま
し
た
。

10
月
21
日
、
ア
ク
テ
ィ
森
で

「
あ
ま
が
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
7
」

が
催
さ
れ
、
天
方
地
区
の
住
民

な
ど
約
1
4
0
人
が
参
加
し
ま

し
た
。「
天
方
で
暮
ら
す
・
訪
れ

る
・
営
む
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

こ
の
地
域
の
良
さ
や
可
能
性
を
改

め
て
確
認
し
、
未
来
に
繋
げ
て
い

こ
う
と
同
実
行
員
会
が
開
催
し
た

も
の
で
す
。
実
行
委
員
長
の
斎
木

薫
さ
ん
（
鍛
治
島
）
は
「
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
こ

の
ま
ま
で
い
い
の
か
と
い
う
思
い

が
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
に
暮
ら
す

皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、
里
山

で
の
営
み
を
引
き
継
い
で
い
き
た

い
」
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。
地

域
提
言
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
ア
ク
テ
ィ
森
を
拠

点
に
天
方
地
区
の
価
値
を
発
信
し

よ
う
な
ど
様
々
な
ア
イ
デ
ア
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

問
詰
町
内
会
は
、
社
会
貢
献
広

報
事
業
に
よ
る
宝
く
じ
の
助
成
を

利
用
し
、
屋
台
の
電
気
配
線
、
御

簾
、
大
太
鼓
、
太
鼓
台
な
ど
の
ほ

か
、
公
民
館
の
エ
ア
コ
ン
な
ど
を

新
調
し
ま
し
た
。

今
回
購
入
し
た
備
品
は
、
10
月

7
日
か
ら
8
日
に
か
け
て
行
わ

れ
た
お
祭
り
で
お
披
露
目
さ
れ

ま
し
た
。

江
東
区
民
ま
つ
り

で
森
町
を
Ｐ
Ｒ

天
方
地
区
の
新
価
値
創
造
へ

・
天
方
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

町長に受賞報告する若手茶商の皆さん

綿菓子をふるまう中学生ボランティア

「あまがたフォーラム」のパネルディスカッション

▲趣旨説明をする
斎木　薫さん

▲宝くじ助成事業を
活用して新調した屋
台の御簾や大太鼓

大勢の人々でにぎわう森町ブース

東
京
・
大
阪
の
品
評
会
で

森
の
茶
が
上
位
独
占

「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

で
に
ぎ
わ
い

宝
く
じ
助
成
事
業
で

屋
台
の
備
品
等
を
購
入
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広報もりまち動画版広報もりまち動画版
（スマホやパソコンからアクセス） インターネットで「広報もりまち動画版」

と検索していただくか、右のＱＲコードを
スマホや携帯から読み取ってください。森町ホームページで動画配信中

秋の夜長は森町立図書館で ！

中学生たちが職業体験遠高生が企画運営するオレンジカフェ

一輪車世界一の技を学ぶ ！

図書館では、多くの人に気軽に利用してもらおうと、読書
週間に先駆け、10月24日～ 27日までの4日間、開館時間
を午後7時まで延長しました。初日に訪れたのは、仕事帰り
の社会人や高校生など。お好みの本を選んだり、勉強に励
んだりと思いおもいの時間を過ごしました。同図書館では、
読書週間に合わせ「図書館フェスティバル」として「明治維
新期と森町展」、「書評ゲームのビブリオバトル・ビブリオメー
ルの紹介展示」、リサイクルブックフェアなどを開催しました。

9月から10月にかけて、泉陽中・森中・旭が丘中の
2年生たちが職業体験を行いました。ヤマハモーター
エレクトロニクス㈱で、電装部品の取付け工程を体験
した髙野瑛翔さん（泉陽中）は「細かく正確な作業を続
けるのは大変。父母の大変さがわかった」と感想を語
りました。生徒たちは、ご協力いただいた町内の各事
業所で、社会の仕組みやマナーなどを学び、勤労の尊
さを知りました。

遠江総合高校の25ＨＲの生徒が主体となって企画運
営する認知症カフェ「オレンジカフェ」が10月25日、グルー
プホームたんよりで開催されました。オレンジカフェとは、認
知症の人やご家族など誰でも自由に立ち寄れる場所。生
徒たちは、お菓子の試作や、茶商組合からお茶の淹れ方
を学び、訪れた人たちに、おもてなしを行いました。同校
で4月から行っているキャリア教育の一環で、町の魅力や
課題を発見し、地域活性化の提案に取り組んでいます。

校技として一輪車の練習に励む三倉小学校で10月19
日、世界大会で2度の王者に輝いた下山和大さんを招き「一
輪車のプロから技を学ぶ会」が開催されました。下山さんは、
鋭いターンやスピンを披露し「練習を積み重ねれば一輪車は
必ず上手くなれる。一つずつ技をマスターしていこう」と呼び
掛けました。世界一の技を間近で見た児童たちは一輪車に
またがり、練習を開始。一輪車の基本姿勢や、片足だけで
その場にとどまる片足アイドリングなどの指導を受けました。

秋の夜長に読書を楽しむ利用者たち

ヤマハモーターエレクトロニクス㈱で
イグニッションコイルの部品取付けを体験する髙野さん遠高生のおもてなしのようす

下山さんから指導を受ける三倉小児童たち

もり

もり

もり

もり
もり

もり

もり

もり

動
画

が見
られま

す！動
画

が見
られま

す！
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広報もりまち動画版広報もりまち動画版
（スマホやパソコンからアクセス） インターネットで「広報もりまち動画版」

と検索していただくか、右のＱＲコードを
スマホや携帯から読み取ってください。森町ホームページで動画配信中

不審者から身を守れ！泉陽中女子生徒が護身術学ぶ

大きなサツマイモが採れたよ ！文化の秋 ！ 町民文化祭

泉陽中学校で10月11日、防犯教室が行われ、全
校女子生徒 18 人が不審者から身を守る護身術を学
びました。講師となった袋井警察署スクールサポーター
の森田和昌氏は、不審者に腕をつかまれたりした時の
切り抜け方を説明。女子生徒たちは、相手の力を緩め
る方法など体験を通して学びました。同校 3年生の木
村芽生さんは「今回教わったことを生かして自分の身
を守りたい」と防犯に対する意識を高めていました。

森町一宮の水と環境を守る会（榊原淑友会長）は
10月3日、一宮幼稚園の園児30人を招いてサツマイ
モの収穫体験を行いました。収穫したサツマイモは、
今年5月末に園児たちが「一宮ふれあい農園」でツル
さしを行ったものです。園児たちは「よいしょ！よい
しょ」と声を掛け合いながらツルを引っ張ると土の
中から大きなサツマイモが出現。うれしそうに幼稚
園に持ち帰りました。

第38回森町民文化祭が10月21日と22日の2日間、
文化会館で開かれ、文化協会加盟の文化・芸術団体な
どが日ごろの活動成果を発表しました。小ホールなどでは
華道や絵画、書、俳句、手工芸品などの作品246点が
ずらりと並び、大ホールでは26団体が合唱や大正琴の
演奏、舞踊や合唱などの演目を披露しました。来館者は、
多彩な作品に立ち止まってじっくり鑑賞したり、華やかなス
テージ発表に拍手を送ったりと、文化の秋を楽しみました。

もり

もり

もり

もり
もり

もり

体験を通して護身術を学ぶ泉陽中生徒たち

サツマイモの収穫を行う一宮幼園児たち栗拾いをする親子

動
画

が見
られま

す！動
画

が見
られま

す！

茶席

作品展示

舞台発表
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●
い
つ
も
子
ど
も
の
泣
き
叫
ぶ
声
や

　
保
護
者
の
怒
鳴
り
声
が
す
る

●
不
自
然
な
傷
や
打
撲
の
あ
と
が
あ
る

●
衣
類
や
か
ら
だ
が
い
つ
も
汚
れ
て
い
る

●
落
ち
着
き
が
な
く
乱
暴
で
あ
る

●
表
情
が
乏
し
く
笑
顔
が
少
な
い         

●
夜
遅
く
ま
で
一
人
で
遊
ん
で
い
る
　
な
ど

●
地
域
な
ど
と
交
流
が
少
な
く
孤
立
し
て

い
る

●
小
さ
い
子
ど
も
を
家
に
お
い
た
ま
ま
外
出

し
て
い
る

●
子
ど
も
の
養
育
に
対
し
て
拒
否
的
、無
関

心
で
あ
る

●
子
ど
も
の
け
が
に
つ
い
て
不
自
然
な
説
明

を
す
る
　
な
ど

「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど

も
」
を
見
つ
け
た
と
き
だ
け
で
な
く
、

出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
お
母
さ

ん
お
父
さ
ん
、
妊
娠
中
の
お
母
さ
ん
か

ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

虐
待
は
、
個
人
的
、
社
会
的
、
経
済
的
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
親
子
を
孤
立
さ
せ
ず
「
子
ど
も
の
成
長
は
身
近
な
近
隣
の
人
た
ち

に
見
守
ら
れ
て
い
る
」
と
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
地
域
社
会
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
虐

待
の
芽
を
つ
む
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
相
談
先　

・
森
町
役
場
保
健
福
祉
課

　

（
森
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
８
５
ー
６
３
３
０

こ
ち
ら
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

・
森
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

（
森
町
児
童
館
内
）

☎
８
4
ー
４
２
５
５

・
西
部
児
童
相
談
所

　

（
月
～
金
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

☎
３
７
ー
２
８
１
０

　

（
24
時
間
緊
急
連
絡
先
）

☎
３
３
―
４
１
９
９

・
児
童
相
談
所

　

全
国
共
通
３
桁
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１
８
９（
い
ち
は
や
く
）

※
地
域
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り

ま
す

11
月
は『
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
』で
す

い
ち
は
や
く
　
知
ら
せ
る
勇
気
　
つ
な
ぐ
声

県
下
一
斉
に
「
地
域
防
災
訓
練
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
町
内
会
（
自
主
防
災
会
）

の
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

訓
練
日　

12
月
3
日（
日
）

訓
練
想
定

　

東
海
地
震
な
ど
の
大
規
模
地
震
が
発
生

○
地
震
発
生　

午
前
８
時
（
同
報
無
線
に

よ
る
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
）

○
訓
練
終
了　

正
午

■
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
試
験
配
信

町
で
は
、
受
信
機
能
を
持
つ
携
帯
電
話
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
へ

一
斉
に
試
験
情
報
を
配
信
し
ま
す
。マ
ナ
ー

モ
ー
ド
中
で
も
着
信
音
が
鳴
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
不
都
合
の
あ
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
電
源
を
お
切
り
く
だ
さ
い
。

○
配
信
日
時

12
月
3
日（
日
）午
前
8
時
15
分
ご
ろ

地震が起きたときは！

家族で話し合い！

❶まず、わが身の安全を
❷すばやく火の始末、消火
❸危険な場所から離れる
❹正しい情報をつかむ
❺避難は徒歩で身軽に
❻地域の人たちと冷静に
　なって協力しあう

いざという時のために、災害に対す
る心構えや備えを十分しておくことが
大切です。もう一度、次の点について
家族で話し合いましょう。
❶家族一人ひとりの役割分担
❷避難場所・避難経路の確認
❸家族が離ればなれに�
　なった場合の連絡方法
❹危険箇所の確認
❺非常持ち出し品の確認
❻防災用具の確認

地
域
防
災
訓
練
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す

12
月
の
第
1
日
曜
日
は
「
地
域
防
災
の
日
」

問
い
合
わ
せ
先
役
場
総
務
課
防
災
係

☎
8
5
ー
6
3
0
2

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題
で
す

こ
ん
な
サ
イ
ン
を

見
落
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

子
ど
も
の
サ
イ
ン

保
護
者
の
サ
イ
ン
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体験の様子

■世界糖尿病デーを
　ご存知ですか？
世界糖尿病デーをご存知
ですか？
11月14日は「世界糖尿
病デー」です。この日
は、インスリン発見者フ
レデリック・バンディン
グの誕生日で、世界保健

機構（ＷＨＯ）が定めた国際デーです。
世界に増え続ける糖尿病の予防・治療・療養
についての啓発運動を喚起する日として世界各
国で様々なイベントや主要な建物をブルーライ
トでライトアップしています。日本では、これ
までに東京タワーや姫路城・大阪城・名古屋城
などで行われ、今年は出雲大社でも行われまし
た。県内では、浜松城や掛川城でもブルーライ
トアップしました。
「糖尿病は、コントロールできる病気であ
り、適切な治療を続けていれば合併症を予防で
きる」と呼びかけています。
　　　　　　　　担当：糖尿病教室運営委員会
　

■中学生が職場体験学習を行ないました
今年も町内外の中学校の生徒さんが、職場体験学習
のため、当院を訪れました。
将来は、医療関係の仕事に就きたいという夢を持っ
ての、2～3日間に渡る当院での体験です。看護師・
看護補助者業務を中心に、病院職員と一緒に患者さん
のお世話を行いました。
また、リハビリ科・薬剤科・検査科・画像診断科・家
庭医療クリニックなどで見学・体験をし、病院で働く
多くの職業について学ぶことが出来たと思います。

患者さんの脈拍を数えました。
時計を見ながら、1・2・3・・・
ちょっと緊張しました。

ゆっくり車椅子を動かします。
「安心して乗っていてくださいね」

ベッドサイドの清掃
患者さんに「ありがとう」って言って
もらえました。「嬉しかった」

公立森町病院
☎85-2181

病院
だより

スス
ポーツポーツ

Sports
　Information

　相羽寛太さん(旭が丘中３年・磐田ボーイズ所属)
は、静岡県中学生硬式野球協会からの推薦により、
静岡県代表選手に選出され、国際大会及び全国大
会への出場が決まりました。11月3～4日に岐阜県
で行われた「第24回村瀬杯ボーイズリーグ府県選
抜野球大会」と、12月23～28日に台湾で行われる
「２０１７台北市国際野球大会」の２つの大舞台に出
場します。
　10月27日には森町役場を訪れ、太田町長に出場
報告を行いました。太田町長からアピールポイント
を聞かれた相羽さんは「守備が得意で、代表チーム
でのポジションはショートを目指しています。少しで
もチームに貢献できるように頑張りたいです」と力
強く意気込みを語りました。

　袋井市のエコパスタジアムで10月5日、「第14回袋井・森地区小学
校児童陸上競技大会inエコパ」が開催され、森町・袋井市の17校から
６年生を中心に約1,000人の小学生が出場しました。トラック競技では
100㍍、400㍍リレーなど男女５種目で、フィールド競技は走り幅跳びな
ど男女３種目で順位を競い合い、スタンドからはクラスメイトや保護者
から盛んな声援が送られました。

主な結果は次のとおり(敬称略)
●男子【100㍍】２位　村松　衛(飯田小６年)【1000㍍】３位　栗田暖大(宮園小
６年) 5位 山口志也(森小６年)【男子４×100㍍R】５位　村松大地・栗田暖大・
村松咲太郎・黒島春来(宮園小６年チーム) 【走り幅跳】1位 村松咲太郎(宮園小６
年)５位 宮本源一朗(森小６年)【走り高跳】2位 安島汰一(森小６年) 4位 永澤光葵
(宮園小６年)【ボール投】３位 鈴木湧陽(飯田小６年) ５位 藤田響輝(宮園小６年) 

●女子【100㍍】２位　
西尾瑠莉(宮園小６年)
【200㍍】１位　武藏島
柚妃(森小６年)【800
㍍】１位　榊原彩那(森
小６年)【60㍍ハードル】
５位　中川茉夏(飯田
小６年)【走り幅跳】
４位　谷口暁音(宮園
小６年)

森町の小学生
も頑張りました！
 小学生陸上大会

森町の小学生
も頑張りました！
 小学生陸上大会袋井・森地区袋井・森地区

女子８００メートルで力走を見せる小学生たち女子８００メートルで力走を見せる小学生たち

相羽寛太さんが中学硬式野球で
国際・全国大会出場
相羽寛太さんが中学硬式野球で
国際・全国大会出場
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健康講座・講演会など
●森アリーナトレーニング教室
毎週水曜日15:00～16:30
所　森アリーナトレーニング教室
問　地域包括支援センター
　　☎85-6341
●ボディトークを楽しむ会
12日（火）13:30～15:30
所　保健福祉センター
問　保健福祉課保健係☎85-6330

●Let's Enjoyポールウォーキング
「吉川キャンプ場～友田家」
12日（火）9:30～13:30
集合場所　保健福祉センター
申・問　地域包括支援センター
　　　　☎85-6341
●脳活性化教室
・たっしゃじゃ脳教室（1回300円）
18日（月）9:30～11:30
所　保健福祉センター
問　地域包括支援センター
　　☎85-6341

   森町文化会館 ☎85－1111（取扱時間9:00～17:00、月曜休館） ※月曜日が祝日の場合は火曜日以降の平日が休館日問
※各公演の内容などは、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。

森町文化会館（☎85-1111）//チケットぴあ（☎0570-02-9999 Pコード 岩崎宏美：333-804、海援隊ビリー・バンバン：336-354） 
※チケット取扱時間などは各販売所にお問合せください。

上記公演のチケット
のお求めは…

全席
指定

開場 17:00 開演 17:30
土11/25

岩崎宏美コンサートツアー
Hello ! Hello !

ところ ： 森町文化会館 大ホール ところ ： 森町文化会館 大ホール

※未就学児の入場はご遠慮ください。
主催 ： 森町ミキホール文化振興会　　共催 ： （有）創芸

開場 14:00
開演 14:30

日12/17
海援隊 ビリー・バンバン
トーク＆ライブスペシャル

※未就学児の入場はご遠慮ください。
主催 ： 森町ミキホール文化振興会　後援 ： 袋井地区労働者福祉協議会

チケット
好評発売中！！

チケット
好評発売中！！

入場料（税込） ： 友の会 5,500円
　　　　　　  一　般 6,000円全席指定

入場料（税込） ：
　　　友の会 5,300円
　　　一　般 5,800円

ミキホール公演ガイド

●開庁日時
毎週水曜日　19:00まで
戸籍・住民票・印鑑証明書・旅券の交付
※転入・転出などの住所異動の手続きはできません。
問　役場住民生活課　☎85－6321

健康・医療 12月 おでかけ・催し 12月

●森のKトラ市
23日（土）9:30～12:00
所　保健福祉センター駐車場
問　森の軽トラ市実行委員会（商工会内）
　　☎85-3126
●古着市
17日（日）8:30～15:00
所　天竜浜名湖鉄道遠州森駅
問　遠州木三の里連
　　☎090-1472-6189

ポリマークレイ（樹脂粘土）で作品をつくっていただき、それを約８ｃｍの丸い瓶の
中に入れて、オリジナルのスノードームをつくることができます！
雪のようなパウダーや、キラキラなパウダーもあり、お子様にも人気の体験です！
所要時間は約２時間、体験料は１,５００円です。ぜひお越し下さい！
問　アクティ森　０５３８－８５－０１１５（水曜定休）

スノードームづくり

夜間の
窓口開庁 12月

Go! Go!Go! Go!

アクティ森アクティ森アクティ森
～とっておきの情報を紹介～

夜間・休日救急
公立森町病院　☎85-2181

家庭医療クリニック巡回診療
☎85-1340

三丸会館（三倉大久保）
22日（金）9:00～11:00受付
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■問森町立図書館☎85-1113
開館時間　9:00～17:00（水曜日は
19:00まで）月曜休館　※月曜日が祝
日の場合は火曜日以降の平日が休館日

所	 町町民生活センター
	 保保健福祉センター
問	 住役場住民生活課☎85-6312
	 保役場保健福祉課☎85-1800
	 社社会福祉協議会☎85-5769

Ｂ Ｏ情 報 Ｘく ら し のInformationLiving guide

くらし ヒントの

（納期限12月25日）
■	固定資産税・都市計画税	········第3期分
■	国民健康保険税	····················第6期分
■	介護保険料（普通徴収）	·········第5期分

（納期限1月4日）
■	後期高齢者医療保険料（普通徴収）	···第5期分

児童書
「はやくちことばで　おでんもおんせん」
川北亮司　文　くもん出版

　「なまたこ	なまあげ	なまがんも」
「かたたたききに	きた	たまご」	おでん
たちのやって
くる温泉場で
「おでん早口こ
とば」が、つぎ
つぎくり出さ
れる。声に出し
て楽しめる、愉
快な早口こと
ば絵本。

一般書「覆面作家」
大沢在昌　著　講談社

　デビューしてま
もなく文学賞の候
補になる実力の持
ち主の覆面作家
が、「私」のファン
だという-。著者
を彷彿とさせる
「私」が語り手の短
編集。

一般書「子どもはハテナでぐんぐん育つ」　
調べ学習研究会「調之森」　編著
岩崎書店

　小、中、高校の教
科学習、道徳、特別
活動、総合的な学
習など、図書館を
利用した多様な調
べ学習の取り組み
を紹介。大人を対
象とした実践も取
り上げる。コピーし
て使える「ドーナツチャート」と「記録
カード」付き。

新刊情報

健診・相談
所　保健福祉センター
問　役場保健福祉課☎85-6330

●予防接種のしおり交付
4日（月）受付9:15～9:30
●6か月児相談
1日（金）受付9:00～9:30
●1歳6か月児健診
6日（水）受付13:15～13:45
●2歳児相談
8日（金）受付9:00～9:30

児童館イベント情報
☎85-2839　月曜休館

●講談社「おはなし隊」来館
2日（土）15:00～16:10
●作ってみよう
3日（日）14:30～15:00
●移動児童館（飯田小）
6日（水）15:00～16:15
●おはなしぶらんこ
9日（土）10:30～11:00

●絵手紙教室
9日（土）14:30～15:00
●移動児童館（天方小）
13日（水）14:30～15:45
●クリスマス会
16日（土）14:00～15:30
●移動児童館（三倉小）
20日（水）14:30～15:45
●年末の休館
29日（金）～31日（日）　

子育て支援センターイベント情報
☎84-4255　月曜休館

●森のくまさん広場
毎週水曜日11:00～11:30　
●リトミックランド
7日（木）10:30～11:30
●すくすくクラブ
14日（木）10:00～11:00　
●のびのびクラブ
21日（木）10:00～11:00

●特設人権相談 所町　問 住  
5日（火）10:00～15:00
●年金相談（要予約） 所町　
20日（水）9:30～12:00
問　掛川年金事務所
　　☎0537-21-5521
●消費生活相談 
平日8:30～17:15　
水曜日は消費生活相談員駐在
所・問　役場産業課☎85-6319
●心配ごと相談　 所保　問社　
4日(月)、18日(月)　9:00～12:00
●障がい等地域生活相談室（要予約） 
　（知的・発達障がい） 所保　問保
8日（金）、22日（金）9:00～16:00

●結婚相談　　 所保　問社
10日（日）9:00～11:30
●暮らしの何でも相談（電話相談）
平日9:00～17:00
ライフサポートセンター中東遠事務所
☎33-3715
●森町成年後見制度相談所
　（要予約） 　　　所保　問社
5日（火）13:30～16:00

図書館

～ご存じですか？｢フレイル｣～

納税など 12月 相談 12月

子育て 12月

フレイルとは、年齢にともない心身の活力が衰えて、そのままにしておくと寝
たきりなどを招くおそれがある状態をいいます。

〜あなたの体と心の健康（フレイル）チェック〜

生活の中で介護予防（運動や食事の改善）を実践して、フレイルを防ぎ、心身
ともに活気のある生活を送りましょう。

❶１年に体重が約4～5Kg減った　
❷筋力（握力）が減った　　
❸疲れやすくなった
❹歩くのが遅くなった
❺体の活動量が減った

		■１～２項目当てはまる人　　
　　　→｢フレイル｣要注意
		■3項目以上に当てはまる人
　　　→｢フレイル｣の疑いあり
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11月1日現在
（　）内は先月比

編
集
後
記

人の動きスマホアプリで
広報もりまち配信中!!
スマホアプリで

広報もりまち配信中!!

※アプリは無料ですが、通信費は別
途発生しますのでご注意ください。

▲
ダウンロードは
こちらから

世帯数 ··········6,493 （＋ 3）
人口 男······9,205 （－ 11）
 女······9,379 （－ 16）
 計··· 18,584 （－ 27）

館で開催される㈳静岡県猟友会主
催の予備講習会（申込期限11月30
日㈭）に参加することをお勧めし
ます。
問　役場産業課林政係  ☎85-6317

東海アクシス看護専門学校
平成30年度入学生募集

○一般入学試験
募集人数　看護学科（修業年限3年）　
　男女30人程度
受験資格　①高校を卒業もしくは見
込みの人、②①と同等以上の学力を
有すると文部科学大臣が認定した
人
出願期間　11月27日㈪～ 12月12日㈫
　　　　　17：00必着
試験日　平成30年1月11日㈭（学科
試験）、12日㈮（面接試験）
合格発表　平成30年1月29日㈪
資料請求　郵送または直接窓口へ。郵
送の場合は、郵便番号、住所、氏名、
電話番号を明記し、215円分の切手
を同封してください。
問・申　東海アクシス看護専門学校
　総務課入試担当  ☎43-8111  
　〒437-0033
　袋井市上田町267-30

地域若者サポートステーションはままつ
出張相談

と	 き　12月6日㈬  
　　　　13：30～ 16：30
ところ　町民生活センター 2階
　　　　講義室B
対	 象　就労を目指している15歳か
ら39歳までの若者およびその家族

（就労中、学生を除く）
内	 容　仕事探しの方向性について、
面接や履歴書の書き方など就職に必
要なスキル習得に向けた相談ほか
申込方法　電話で予約してください。
その他　相談無料。予約優先ですが、
予約なしでも当日相談可。
申・問　地域若者サポートステーション
はままつ

　☎053-453-8743

見え方が気になる乳幼児から
大人の方の相談

眼疾患のあるお子さんの子育て、眼
疾患等があるために、見え方や眼の状
態、学習や生活などに心配事がある方
の相談に応じています。相談は無料で
す。お気軽にご相談ください。
問　浜松視覚特別支援学校
　教育支援相談課
　☎053-436-1261

第15回袋商ショップ

高校生が仕入れから販売まですべ
てを行い、野菜から車まで良品を安価
にて販売します。
と	 き　12月9日㈯
　　　　9：00～ 15：00
　　　　12月10日㈰
　　　　9：00～ 15：00
ところ　袋井商業高等学校
　（袋井市久能2350）
駐車場　ヤマハ発動機㈱駐車場
　（無料送迎バスあり）
内	 容　食料品、衣料品、陶器、家電
製品、自動車などの販売。食堂、喫

茶、イベント、ちびっ子広場など。
問　県立袋井商業高校  ☎42-2285

袋井商業高校吹奏楽部
第54回定期演奏会

と	 き　①12月23日㈯ 18：00開演
　　　　②12月24日㈰ 13：30開演
ところ　磐田市民文化会館大ホール
　（磐田市二之宮東3-2）
内	 容　第1部オリジナル・ステー
ジ、第2部マーチング・ステージ、
第3部ポピュラー・ステージ
入場料　1,000円（全席自由、前売券
が完売の場合、当日券は販売なし）
販売所　袋井商業高校事務室、磐田市
民文化会館事務所、袋井市役所売
店、兵藤楽器各店舗
問　県立袋井商業高校（担当：成川）　
　☎42-2285

▼
食
欲
の
秋
、文
化
の
秋
、ス
ポ
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多
く
の
楽
し
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節
の
到
来
で
す
。
文
化
会
館
で

行
わ
れ
た
町
民
文
化
祭
に
行
き
ま

し
た
。
館
内
に
飾
ら
れ
た
、
た
く

さ
ん
の
芸
術
作
品
や
大
ホ
ー
ル
で

の
舞
台
発
表
。
皆
さ
ん
の
文
化
に

対
す
る
意
識
の
高
さ
や
、
素
晴
ら

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。�

（
ゆ
）

▼
秋
深
ま
る
ア
ク
テ
ィ
森
で
開
か

れ
た
、
あ
ま
が
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
。

地
元
住
民
に
よ
る
、
天
方
地
区
の

未
来
を
語
る
討
論
会
に
は
会
場
を

埋
め
尽
く
す
1
4
0
人
が
集
ま

り
、
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

「
今
何
か
を
始
め
な
け
れ
ば
、
こ
の

里
山
の
魅
力
を
失
っ
て
し
ま
う
」

と
語
る
実
行
委
員
長
の
斎
木
さ
ん

の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。�（
か
）

町長が毎月1日に同報無線で放
送している「今月の町政」を動画
で配信中です。森町ホームページ
「町長の部屋」からご覧いただく
か、インターネットで「森町  今月
の町政」と検索してください。

QRコードからの
アクセスはこちらから→

町長の
同報無線の放送を

動画で
ご覧いただけます!!

▲動画による町長からの
お知らせのようす

18広報もりまち　平成29年11月号



Ｂ Ｏ情 報 Ｘく ら し のInformation

婚姻記念品贈呈の
お知らせ

婚姻届を提出したおふたりに、森町
役場若手女性職員で結成する森女
HAPPYプロジェクトが考案した記念
品（急須、お茶、アクティ森マグカッ
プ絵付け体験ペアチケット）を贈呈し
ます。開始日は、いい夫婦の日にちな
んで下記のとおりとします。併せて、
森町オリジナル婚姻届の配付と写真
撮影のできるメモリアルボードの設
置を開始します。
開始日時　11月22日㈬  8：30
場	 所　森町役場住民生活課窓口
可能な時間　開庁日の8：30～ 17：15
　（時間外及び閉庁日に婚姻届を提出
された場合は、30日以内の開庁時
間に住民生活課窓口に再度来庁さ
れた場合に贈呈します。）
対象者　平成29年11月22日以降に
森町に婚姻届を提出した方（森町に
住所を有しない方も可）
問　役場企画財政課企画係
　☎85-6305

県民手帳の販売について

2018年度版県民手帳を来年1月ま
で販売しています。1月始まり、見開
き1週間の手帳で、統計やイベントな
どの便利な情報も掲載されています。
価格は大型判と表紙が富士山の特

装版が700円、小型版が600円です。
ご希望の方は、現金引換えでお渡し

しますので、直接、役場2階総務課また
は県内販売書店までお出かけください。

問　役場務課広報統計係
☎85-6301

ねこの不妊（去勢）手術への
補助制度について

町には、ねこの不妊（去勢）手術費
用に対する補助制度があります。
対象匹数　1世帯につき2匹まで
補助金額　1匹につき、手術費用の2
分の1（上限5,000円）
その他　不妊（去勢）済みのあかしと
して片方の耳にV字カットを施す
ことを条件とします。

※詳しくはお問い合わせください。
問　役場住民生活課環境衛生係
　☎85-6314

「静岡空港シャトルタクシー」の
運行時刻を変更します!

●運行経路　JR掛川駅⇔富士山静岡空港
　※1　空港行きは予約制
　※2　掛川行きは予約不要
●運賃　片道1,000円/人
　（3歳未満は無料）
●運行時刻表　詳しくは下記のHPを
ご覧ください
●予約
　【空港行き予約受付】
☎0537-22-3610
　（10時～ 16時）
WEB：http://kakegawa-shuttle.
com（24時間） 
※乗車日の前々日までに要予約
【時間外キャンセル用】
☎0537-22-3231
　（16時～翌10時）

林業退職金共済（林退共）
からのお知らせ

林業の仕事をしていたことはあり

ませんか?林退共制度の加入者で、退
職金をまだ受け取っていない人を探
しています。林退共へ加入していたか
分からない人についてもお調べしま
す。各種手続き（共済手帳の紛失、退
職金の請求など）が必要な場合は、お
問合せ・ご相談ください。
問　（独）勤労者退職金共済機構林業
　退職金共済事業本部
　☎03-6731-2887

「森町こどもの舞台フェスタ」
参加団体募集

平成30年3月11日㈰に大ホール
で開催する「第22回森町こどもの舞
台フェスタ」に参加する町内の団体を
募集しています。
申込締切　12月1日㈮
※詳しくはお問い合わせください。
問　森町文化会館  ☎85-1111

エンジョイ!ハンティング
大自然に挑戦してみませんか!?
狩猟免許試験を次のとおり実施し

ます。
試験日　平成30年2月18日㈰
　9：00～
試験会場　北遠総合庁舎
　（浜松市天竜区二俣町鹿島559）
申込期間　12月18日㈪～平成30年
1月19日㈮
申込先　中遠農林事務所森林整備課　
　☎37-2301
手数料　5,200円（静岡県収入証紙）
　（一部免除者3,900円）
※平成30年1月6日㈯に静岡労政会

袋井市夢の丘墓園袋井市夢の丘墓園

広 告

【お問い合わせ】袋井市役所 環境政策課  電話：0538-44-3115

型式
和式墓所
芝生墓所
壁型墓所

場所：袋井市三川地区（大谷）  永代使用料：310,000円～
森町のみなさまも申込みいただけます。

～森林に囲まれた静かで緑豊かな墓園～
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移動販売車で
お買い物支援！

①木綿豆腐はペーパータオルで包んで重しをのせ30分程おいて
水けを切る。玉ねぎは薄切り、しめじは石づきを取ってほぐす。

②ボウルに豚ひき肉と豆腐を入れ混ぜ、塩・こしょうを加えよく練
る。人数分に等分して、形を整え小麦粉を薄くまぶす。

③フライパンにサラダ油を入れ、②を両面焼く。焼き色が付いた
ら、玉ねぎ・しめじ・Ａを加えふたをして弱火で10分程蒸し煮す
る。仕上げに、塩・こしょうで味を調える。

※肉と同量の豆腐を加えてよく混ぜれば、つなぎなしでもふっく
ら仕上がり、カロリーも控えることができます。

作り方材料  （4人分）
木綿豆腐…1/2丁（200g）　豚ひき肉…200g
玉ねぎ………1/2個　しめじ…1パック

トマト水煮缶…1缶　水…50cc
トマトケチャップ…大さじ1
ウスターソース…大さじ1
醤油…小さじ1　塩・こしょう…少々

小麦粉…適量　サラダ油…大さじ1

毎月19日は
「食育の日」です。トマト煮込み

豆腐ハンバーグ

276キロカロリー　塩分1.5ｇ 

★豆腐が入った、ふっくら
　ヘルシーハンバーグです。

高
齢
者
の
食
卓
を
支
え
る
移
動
販
売

高
齢
者
の
食
卓
を
支
え
る
移
動
販
売

　「
近
所
で
買
い
物
が
し
た
い
」「
一
人
暮
ら
し
で
料
理
を
作
る
の
が
大
変
」な
ど
日
常
の
買
い
物
や
食

生
活
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
高
齢
者
の
要
望
を
受
け
て
、三
倉
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が「
出
張

総
菜
販
売
」を
始
め
て
１
年
。今
月
は
、三
倉
地
区
で
広
が
る
買
い
物
支
援
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
三
倉
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
施
設
利
用
者
や
地
域
の
高

齢
者
か
ら
「
一
人
で
は
遠
く
ま
で

買
い
物
に
行
け
な
い
が
、
毎
日
食

べ
る
お
総
菜
が
ほ
し
い
」
な
ど
の

声
を
受
け
て
、
敷
地
内
の
駐
車
場

で
移
動
販
売
に
乗
り
出
し
、
施
設

利
用
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
昨
年
11
月
、
町

内
で
移
動
販
売
を
行
う
3
店
舗
に

依
頼
し
、
毎
週
木
曜
日
の
午
後
1

時
半
か
ら
総
菜
販
売
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
開
始
当
初
か
ら
多
く
の
利

用
者
が
訪
れ
ま
し
た
。
今
年
4
月

か
ら
は
、
三
倉
・
天
方
地
区
の
高

齢
者
が
集
ま
る
「
み
や
ま
な
っ
か

ク
ラ
ブ
」
が
施
設
内
で
開
設
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
需
要
が
高

ま
り
、
販
売
業
者
は
5
店
舗
に
、

販
売
日
は
週
3
〜
4
回
に
増
え
る

な
ど
、
買
い
物
支
援
の
輪
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　「
今
日
は
何
が
あ
る
か
ね
え
」

「
果
物
が
あ
る
と
助
か
る
や
あ
」

な
ど
販
売
日
に
は
賑
や
か
な
声
が

飛
び
交
い
ま
す
。煮
豆
や
パ
ン
類
、

肉
料
理
や
各
種
揚
げ
物
な
ど
の
惣

菜
を
取
り
揃
え
た
移
動
販
売
車
に

は
、
毎
回
多
く
の
高
齢
者
が
集
ま

り
ま
す
。
世
間
話
に
花
が
咲
く
な

ど
、
地
域
の
交
流
に
も
一
役
買
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
セ
ン
タ
ー
管

理
者
で
主
任
生
活
相
談
員
の
富
田

清
美
さ
ん
は「
食
品
だ
け
で
な
く
、

日
用
雑
貨
の
販
売
を
望
む
声
も
あ

る
。
今
後
も
要
望
に
応
え
な
が
ら

長
く
続
け
て
い
き
た
い
」
と
語
り

ま
し
た
。

移動販売の惣菜を買い求める人たち（三倉デイサービスセンターで）移動販売の惣菜を買い求める人たち（三倉デイサービスセンターで）

世間話にも花が咲きます世間話にも花が咲きます

三
倉
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
広
が
る
買
い
物
支
援
の
輪

三
倉
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
広
が
る
買
い
物
支
援
の
輪

Ⓐ

「おいしかったよ」とのお声をいただいています。その一言が

何よりもうれしく、励みになりますね(笑)今後も、日々の

お買い物で困っている皆さんのお役に立てればと考え

ています。

かづさや店主 社澤 和子さん（鍛治島）

★かづさや（社澤 和子さん）土曜日（月１回）
★いちりん（鈴木 浩太さん）木曜日（月１回）
★峠の茶屋（北島 秀子さん）水曜日（月１回）
★しげちゃんの店（山田 茂子さん）火・金曜日（月4回）
★メイちゃんのパン屋さん（明和会）（第２・第４木曜日）

移動販売協力店
三倉デイサービスセンター三倉デイサービスセンター

お肉や魚料理など栄養価が高く、質の良い総菜が提供

できるように心掛けています。 煮豆のほか、天ぷら、酢豚、

肉じゃが、焼き豚などがお年寄りに人気がありますね(笑)

移動販売で心がけていることは？Q1.

お客さんの反応はどうですか？Q2.

移動販売者の声
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